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麟
繊
灘

事

羹

贔

』

口
日
８
ａ
（
士
）
一本
、
ホ
焉

合
蝕
大
ホ
ー
ル
で
、
山
下
お
し

き
書
安
ふ
長
ｔ
弁
士
に
日
本
鋳

藩
党
姿
馨
安
ｔ
鍋
キ
・ま
し
た
。

和
雛
山
合
国
業
は
事
務
所
の

え
野
一竃
Ｔ
は
、
電
義
む
踏
み

に
じ
ろ
常
席
政
権

ｏ
鳥
障
な
た

く
ら

芥
ゝ
と
一著

し
、
奪
貿
れｔ
守

３
妄
育
と
妻
港
党
へ
の
菱
帯
ｔ

集
明

〔
事
琴
所
分
ル
智
言
墓

に
童
様
々
寸
５
嘲
中
鰤
畢
緯
補

ヘ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

は
た
な
か
正
椰
知
占
７
算
繹
略

回
書
げ
憾
り
（
県

改
ｔ
ア
判
、

県
改
革
新
ｔ
訴

んヽ
ま
し
た
。

ユ鍋
地
区
季
ο果
長
か
ら
、
い
っ

せ

レ、
艶
方
墾

の
諄
柔
輯
軒
議

、

紳
諏
山
市
議

、
橋
本

，
轟
〔

‘

熱
謙
山
市
区
の
県
議

候
紺
伊
鱈

（

き
た
，
４
人
の
Ｌ
義
緩
綸
ザ

夫
恙
穫
昭
し
ま

し
た

。

山
下
ま
し
き
豊
３
記
愚
長
は
‥

学
聴
辞
縫
が
回

政
の
で
の
間
匙

て
ｔ
府
き
釜
意
り
■
鞣
め
い
こ

メ
ど
正
面
か
ら
計
案
す
き
讐
起

光
の
値
〓
ち
智
光
っ
て
い
る
こ

と
ｔ

Ｏ
集
野
習
〕衛
権
、
②

く
つヽ
し
ヒ
繕
繁
．
○
籐
登
．
④

沖
縄
ｏ
新
藩
地
―

に
つ
い
て
‐

国
会

で
い
綿
戦
む
組
合
し
な
分

ら

、
く
わ
し
く
議

り
ま

し
た
。

山
下
書
記
愚
長
は
、
来

年
の

裂
露

読

い

上

賢
″』
も

ヽ
ヽ争l

書

ビ
参
嘲

亀絣 鬱

iゞろ秀石∴らご,―/

い
、
せ
し、
地
方
要
晋
ネ
金
曇
当

讐
寸
登
と
か
政
治
ｔ
大
き
く

ま
た
３
第
一
歩
卜
こ
選
べ
、

苺
な
呼
ぴ
か
け
き
し
た
。

●̈■一●一　　　　　　　　　一●●■■，■〓　　　　　一■●●　　　一一

購
算
ｒ

す
員
」と
は
な
し、
。一

和
歌
山
①
峰
ｔ
い老
運
動
ｔ
ま
＝

き

に
こ
０
と
ぉ
り

け
社
会
繰

一

％
縫
羮
ゝ
”

鳥
右
雪
墓
足
政
増
が
誰
鑢
し
， ―‐

た
。
そ
し
て
和
級
』
①
こ
勧

一

ｔ

ひ
二
雹

ド
ド
え
鰹

吋
に
政

軍

し
続
け
て
と
た
ソ
ｆ
え
。
一一

圏

誓
ぶ
実
行
県
政
で
は
、
長

一

民
い
不
幸
押
碗
＜
。
実
清
７

一

ｔ
た
き

く
し
て
和
秒
山
県
６

れ
分
福
れ

・
れ
貧
爆
薄
む
う

．

ん
ビ
よ
く
し
よ

フヽ
ー
二

一
緒

に
。
こ
ホ
ゴ
一ヽいい
た
か
っ
た

一

０
で
す
。　

　

　

　

　

　

　

一

き
口
”
貸
炒
、
た

こ
と

一．　

山

下
拶
凄
■
６
調
局
長
さ
迎

一
え

て
の
贅
磨
党
壌
説

会

に
、

一一
／
６
０
０
名
ザ
築

っ
た

。
そ

一

め
」舞
お

で
私
ｔ
訴

え
る
権
金

一

伊
よ

う
た

。
持
ち
蒔
問
２
分
、

一
・事
話

に
尭
フぇ
た

。
「
エ
ー
と

一
‥
ご

士
の
っ
て
３
う
ち
に
終
ぁ

一

ぅ
マ
し
ま
う

２
分

。
な

が
や

一
は
り
自
分
か

ご
①
靖
洸
む
に

き

つ
ば
至

ぅ
た

思

い
８
誌
更

Ｄヽ
。
本

番

で
修
黒

っ
て
し
妻

一
い
出
来

栄
た
は
”
点
な

。
設

一
め
て
吉

い
た

か
っ
た

こ
）壌
」。

一
　

れ
合
課
障

の
歴
史

は
権

力

一一

て
鞍

っ
て
膵
ち
取
っ
て
き
た

一

も

い
、
理
勧
ド
瑶
心
と
島
れ

一
・
て
し
ま
う

、
上
か
ら
れ
会

繰

一
一　
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一
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市
長
に
新
年
度
予
算
羅
Ｔ
提
出

日
日
守
曰

（
金

）
日
本
書
潅
携

質
郭
士
区
季
彙
盆

ご
日
オ
紫
慮

普

和
識
出
ホ
会
轟
野
Ｑ
暉
理
％
で
、
尾
北
ざ
長
に
対
し
「
２
０
／

ら
年
曜
晟
量
欝
¨
に
夢
に
っ
て
の
２
２
言
」
ｔ
堤
出
し
ま
し
た
。

口
項
目
の
奎
占
蠣
目
は
、
ま
ｏ
と
お
ソ
で
す
。

′
．
壇
響
金
不
来
年
め
員
ぜ
う

の
増
事
実
矩
ｔ
や
め
３
ξ
ｐ
，

回
に
想
発
ｔ
旗
げ
ら
水
た
レー
。

ａ

譲

策
鰹

髪
響
缶

定
古

ネ
Ｆ
い
。
米
輌
の
最
勢
に
対
し

僻
担
標
“製
利゙
多
の
整
晟
融
督

ｔ
市
の
経
ｇ
γ
と
し
て
馨
海
さ

薇
ド
に
い
。

３
．
柱
宅
お
ょ
び
、
唐
舗
ソ
フ

ォ
ー
ヘ
助
衣
卿
湾
言
創
設
さ
メ

た

し、
。

４
．
嫁
解
と
し
て
ぶ
す
ぎ
ヽ
回

屏
緯
巖
麻
陰
料
に
つ
い
て
は
，

Ｆ
人
′
万
円
二
来
年
庫
よ
り
引

き
下
げ
ら
索
た
い
。

５
。
旧
愚
和
対
策
と
し
ヱ
継
続

さ
れ
て

しヽ
ろ
車
業

ｔ

、
蕪
年
慮
，

つ

つ
た
た

ち
長

ど

ち
冬

に
い
。

６
　
テ
む
ｔ

の
歴
蒋
働
成
釉
摩

①
対
象
を
入
擁

″墨
腹
γ
ヽ
甲

け
様
帝
業
手
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
い
。

７
．
〈
蛙
総
降
に
ぉ
ぃ
て
、
年

支
零
／
‐
２
０
ぢ
へ
の
サ
ー
ビ

ンた

ヽ

新
難
警

鬱

こ

な
っ
て

も
市
な
責
任
ｔ
峰

っ
て
，
理
ポ

て
朦
キ
の
由
套
りど
さ
索
た

い
。

３
．
地
域
に
展
伊

反
封
し
て
い

ろ
糞
輝
歳
靖

へ
の
写

にり
た

業

鼈
乗
り

薄ヽ
管
ゲ
場
の
建
設
に

雷
ム
日
本
共
産

学
童
鮮
機
憾
壁

９
ｑ
牛
５
人

厚
生
労
衝
者
は
・
督
日
、

学
奮
程
育
の
費
施
ポ
撃
（
２

ｏ
ｌ
４
年
５
月
／
日
現
落
）

ｔ
公
表
し
ま
し
た
。
装
働
き

象
磨
た
で
の
帰
百
（
生
球
の

場
で
あ
ぢ
学
童
鑑
百
の
利
甲

ε
曹
権
は
週
去
日寒
向
と
な
８
と

と
も
に
、
健
縁

健
重
数
だ

午
皮

増

え
て
い
ろ
塁

諧
ザ
懇
ら
か

に

な

り
ま
し
た

。

学
百

舒
百
は
２
万
２
０
０
４

名
所
（
前

年
比
ξ
伊
２．
た
升
増

．

）
。
利
用
児
多
数
ぼ
」
計
年
比

４
万
９
２
４
９
人
増
の
％
万
６

４
５
２
人
と
静
り
‐
わ
め
て
卸

つ
た
†
曇
〈雄
し
ま

し
た
。

各
構
児
童

教
は
日
／
２
ら
６

人
増

の
Ｑ
９
４
５
人
で
、
ワ

０
／

２
年
メ
来

‘
毎
年

／
４

ム
起
の
噌
鯉
黎
同
に
な
り
ま

す
。
今

回
の
パ
表

で
待
櫂
児

童
数
智
ぜ
日
の
議
彗
「
田

爵
市
‐
名
古
屋
市
て
は
，
全

児
童
汀
策
の

「
枚
課
得
子
む

ｔ
教
室

」
（
支

科
オ
諭
管

）

ヒ

一
体
的
に
運
営

す
３
一」
ヒ

て
絆
橋
爆
菫
ｔ
蜂
取
し
て
し、

る
と
含

）
と
で
す
。

っ
ぃ
て
は
、
計
一可
し
な
ぃ
」ヽと

０
黒
ム
本
餅
と
き
ｒ
■
咤

９
，
■
聴
範
餞
内
０
い
にヽ
像
線

の
整
備
に
つ
い
て
は
ヽ
聞
こ
ん

撫
い
と
こ
３
へ
い
対
策
８
早
Ъ

に
進
い
ら
ネ
た
し、
。
避
難
路
に

つ
い
て
は
一
補
ｐ
型
峰
乳
え

す
５
ど
と
ｔ
に
、
力
呑
恙
見
ｔ

較
り
Λ
れ
、
ホ
乙
〕ら
計
ａ
ｔ
童

て
哲
崎
さ
メ
に
い
つ

ρ
・
暉
旧省
塁
サ
帷
会
館
を
利
用

し
て
マ
ー
今
ン
グ
０
錬
習
７
じ

て
い
た
団
体
行
な
伊
、
引
こ
盪

占
河
中
で
き
風
鷲
駐ｔ
持
った

秘
れ電
作
ら
久
た
い
。

――

〓
⊇

■ヽ

ニ
テ

ィ
セ

ンヽ
タ
ー

”
舘
篠
器

に

つ
″

て
、
一詈
足
に

鐘
鳥

計
０

基

響

ィ

噸
基

疑
設

き
家
た

い
。

‐２
．
斗
マ
ベ
て
①

３
ミ
、
ュ
こ
ア
ィ

セ

ンヽ
ク

ー
で
書

日
前
犠

■

ず
で

き
ろ
よ
つ
に
さ
ｒ
■
し、
。
キ
た
、

本
宅
投
雪
の
毬
亀
百
基
難

し
、

最
彙
い権
利
撻
往
曜
で
き
３
よ

２ヽ
回
に
魯
き
か
け
ら
ネ
た
Ｌ

以
上

市
長
が
地
づ
回
ろ
市
琢
報
告
会
回

―‐
月
か
ら
月
／
口
．
ホ
果
デ

地
域
に
個
い
、
庵
業
‥
観
光
，

防
隻
、
ま
ぢ
ザ
ぐ
り
、
子
育
て
、

福
祉
、
数
南
行
む
市
政
に
鳴
官

３
晴
幹
ｔ
積
極
的
に
留
信
す
ζ

て
て
も
Ｆ
市
民
め
外
ち
さ
ん
伊

ら
市
政
に
対
す
３
意
見
ｔ
聞
く

市
政
報
告
Ｏ
ｔ
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
の

一ヽこ
で
す
。
上巾
内
僣
地

区
乞
‐θ
に
令
―す
た
プ
ロ
ッ
ク
は

求
Ｑ
と
お
り
で
す
。

①
な
工
、
木
本
、
通
臨
‐
“

太
。
あ
霞
あ
、
野
呻

業
、
轟

見
。
③
寃

″‐
直
田
‐
祀
ｃ

ｉｔ‐
永
、
山
口
。
④
遜
和
続
、
部

縮
，
て―、倉
、
Ｑ
宙
舞
ｏ
③
一一百
‐

卿
幡
、
申
療

、
こ
山
点
、東

山

束
。
⑥
宮
、
宮
前

官
北
。
③

雑
頂
、
雑
贅
峨
ｔ
田
野
‐
部
誰

鐸
‐
葎
専
”
０
改
上
、
″
山
、

今
福
、
一白
積
．
０
澪
町
‐爺
北
、

雄
乗
、中
え
島
。
⑩
普
甲
大

警
、
な
誓

世
懸
。

①
は
――
ロ
ーー
日
に
郎
継


